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南大西洋磁気異常帯におけるイメージングリオメータ観測

Imaging riometer observation in South Atlantic Anomaly
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地球磁場が異常に弱い南米南部域は南大西洋磁気異常帯と言われている。我々はこの特異的に磁
場が弱い領域を地磁気ホールと呼ぶことにした。この地磁気ホールには放射線帯から高エネルギ
ー粒子が多量に入射していることが知られている。現在、地磁気ホールの磁場強度は急激に減少
しているため、今後、入射粒子量が増加していくと思われる。我々は1997年から地磁気ホール
の中心に近い、ブラジル宇宙科学研究所・南部宇宙観測所にイメージングリオメータやフォトメ
ータ、その他の観測機器を設置し観測を行っている。また、チリのコンセプシオンやプンタアレ
ナス、日本の柿岡地磁気観測所にもイメージングリオメータ、その他の観測機器を設置し、比較
観測を行っている。
 これまでに得られたイメージングリオメータ観測によると、宇宙雑音吸収（CNA)は大きな磁
気嵐時に観測されるが、GOES衛星の粒子データと比較したところ、このような時には、粒子の
急激な減少が見られる。このことは放射線帯からの粒子がブラジル南部宇宙観測所に入射してい
ることを示唆している。また、CNA現象は大きなサブストーム時やX線フレア時にも観測される
ことが明らかになった。更に、ブラジル南部宇宙観測所のCNA現象を他の地点のイメージングリ
オメータデータと比較してみたところ、顕著な対応関係は認められなかった。つまりCNA現象を
引き起こすような高エネルギー粒子の入射領域は限定されていることを示している。
 ところで、磁気嵐後に観測される伝搬性電離層擾乱（TID)がイメージングリオメータでも観測
される。一般にTID発生後には縞状の擾乱域が移動することが知られている。イメージングリオ
メータで得られた縞状のCNA吸収域も同様に移動していくのが、ブラジル南部宇宙観測所をはじ
めコンセプシオンや柿岡のデータでも確認された。これは、TID発生時に電離層の電子密度が上
昇し、CNA現象を引き起こしているためと考えられる。
 今後、放射線帯からの入射粒子の広がりや時間変動を詳細にしらべるため、アルゼンチンのト
レレウ地磁気観測所とブラジル・サンパウロ州のパライバ渓谷大学の2ヶ所にイメージングリオ
メータを設置することを計画している。
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